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具体的に Business Economics がどのように受けとられるかというところに力点を置いた
実践的な研究を進めていくこととなりそこからは大きな実りのある結論を得ることが出来
た。（第２部以降）








































　それではそもそも Business Economics とはどのような学問領域であろうか？最近の学
生に「倣って」Wikipedia を調べてみると，
　Business economics is a field in applied economics which uses economic theory and 
quantitative methods to analyze business enterprises and the factors contributing to the 















nomics について経営学者に問い質した場合，10人中９人までが，Harvard Business 
School の Michael Porter 教授の名前を挙げるであろう。Michael Porter はその著『競争
の戦略』において，経済学，主には産業組織論の考え方を援用して，経営戦略論につい
て新しい理論体系を構築した。
　初期の頃の Business Economics はおそらくそのイメージで間違いないが。最近期の企
業産業活動全般の分析対象はますます広く深くなってきている。Business Economics と
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分野においても日々経営学内部から新しい挑戦を受けているのが Business Economics で
ある。一方でこの戦略から意思決定への経営上の重要の課題へ Business Economics が適




















る。一橋大学における Business Economics は公共部門を如何に Manage するか，それが
Business であり，その分野に Business Economics の手法が取られるわけである。
　また，ミクロ経済学の応用分野であるゲームの理論等を活用した Business Economics
の理論を実際に実証しようとした場合，会計学との融合も必要不可欠になる。自ずとこれ
までは得てして規範的な会計研究か記録手法を教える技術論である会計学から，非常に実
証性の高い会計分野が生まれることとなる。この分野は「分析的会計研究」等と呼ばれる。
以上
